
《豊太郎 が相沢を 憎む理由 》  

 

 私のレ ポートの テーマは「豊太郎 が相沢を 憎む理由 」である。このテー マにした 理由は 、

実際に豊 太郎とエ リスの仲 を引き裂 いてしま う原因を 作った人 物は相沢 であるけ れど 、 免

官になっ た時に仕 事を与え てくれて 、更に天 方大臣に 紹介して くれたこ とから、 日本 に 帰

って名を 上げるチ ャンスを 作ってく れた人物 に対し、 憎しむ感 情をずっ と持ち続 けて い る

ことが気 になった からであ る。  よ って私は 、これか ら豊太郎 が相沢の ことを憎 むよ う に

なってい ったきっ かけの出 来事や相 沢の行動 などをい くつか挙 げていき 、それを 元に し て

相沢を憎 む理由を 考えてい こうと思 う。そし てそこか ら考えた 自分自身 の意見も 述べ よ う

と思う。  

 ここで 先に私の 意見を述 べておこ うと思う が、それ は、自分 の人生を どう進ん でい く か

というこ とに直面 した時、 例えそれ がどんな に小さな ことであ ったり大 きなこと であ っ た

としても 、他人の 意見に流 されずに 、わがま まになっ てでもい いから自 分がやり たい こ と

をやらな ければ、 後で必ず 後悔して しまうと いうこと である。  

  

 では、 豊太郎が 相沢を憎 むように なってい った出来 事などを 挙げてい こうと思 うが 、 私

がたどり 着いた結 論は、「 豊太郎の 人生を切 り開いら いってい ったのは 豊太郎自 身で は な

く、相沢 であった から憎ん でいる」 というも のである 。ＮＯと は言えな い豊太郎 にと っ て

は、相沢 の言葉は 断ること ができな いもので あり、結 果的にも その通り になって いる 。 だ

から豊太 郎のこと を全て決 めてしま ったため 憎んでい るのだと 思う。  

 まず一 つ目は、P276 にあ るように 豊太郎が 免官にな った時、仕事を紹 介してド イツに 滞

在させた のは相沢 だったと いうこと である。 このとき 豊太郎は P279L6 で 「私のこ とを 助

けてくれ たのは相 沢だった 」と書い ているが 、もし、 この時点 で日本に 帰ってい たな ら そ

の後の悲 惨なエリ スとの別 れもなか っただろ うし、後 悔も少な かったと 思う。ま た、 こ れ

は私の推 測だが、 官長に豊 太郎がエ リスと付 き合って いるのを 報告した のは相沢 であ る と

思う。P279L9 で「 名前を出 すのは差 し障りが ある」と 言ってい るのは、このあと 手記 を 書

いていく 都合上、 相沢に対 して読者 が「あい つ悪い奴 だ」と思 うのを防 ぎたかっ たか ら だ

と思う。もしこれ が当たっ ているな ら、全て 豊太郎の ことは相 沢によっ て決めら れていた 、

というこ とになる 。  

 二つ目 は、大臣 に対して P294L16～ P295L1 に あるよう に豊太郎 の滞在に は、何の しがら

みもない ので日本 に一緒に 帰れる、 と事前に 言ってあ ったこと である。 これをも し言 っ て

いなかっ たら、大 臣は豊太 郎を誘う ことはし なかった かもしれ ない。  

 そして 最後に三 つ目は P297L13～ P298L3 とあ るように 、エリス に勝手に 日本に帰 ること

を告げ、 エリスを むちゃく ちゃにし てしまっ たことで ある。こ れが豊太 郎の中で 、最 も 重

大なこと であった と私は思 う。自分 の口から エリスに 告げるこ とができ ていたな らば 、 後



悔も少し は和らい だと思う し、もし 相沢が言 っていな かったら 、必死に 看病して くれ て い

るエリス の姿を見 て、日本 に帰らな いという 選択もで きたかも しれない のに、そ れさ え も

奪われて しまうこ とになっ たのだか ら。  

 以上の 三点より 、豊太郎 が決断す べき場に おいて、 それを下 したのは 全て相沢 であ っ た

という点 から、豊 太郎は相 沢を憎ん でいるの だと思う 。  

 

 この結 論にたど り着いた とき、先 にも書い た通り、 自分の人 生に対し てわがま まに 生 き

た方が 、絶対的に 後悔は少 ないのだ と思った 。豊太 郎 は典型的 な YES マ ンであり 、その せ

いで相沢 の手によ って人生 を方向づ けられて しまった 。人のア ドバイス を聞くと いう こ と

は大切な ことであ ると思う けれど、 結局は自 分のこと は自分に しか分か らないの だか ら 、

アドバイ スを全て 受け入れ てしまっ てはダメ だと思う 。私自身 も人の意 見に流さ れて し ま

いやすい ところが あるので 自分で「 これだ！ 」と思っ たことを 貫き通す ことので きる 、 固

く強い意 志を持た なければ ならない と、この レポート を書いて いて感じ た。  


